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た
が
、
最
近
次
第
に
復
活
さ
れ
年
賀
駄
と
共
に

射
中
見
舞
の
郵
便
物
も
漸
く
そ
の
歎
を
増
し
て

未
た
の
で
郵
政
省
で
は
五
種
類
の
．
戚
じ
の
い
、

給
葉
書
を
発
行
し
ま
し
た
。
暑
中
見
舞
用
と
し

て
も
。
・
ま
た
一
般
の
夏
の
た
よ
り
用
と
し
、
て
も

極
め
て
便
利
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

　
　
　
ミ
を
き

　
新
装
行
9
．
文
化
郵
便
切
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ゅ

新
発
行
の
女
化
郵
便
切
手
は
明
治
文
学
の
亘
底

坪
内
趙
遙
博
士
の
省
像
を
描
い
た
凸
版
で
濃
青
◆

緑
色
刷
の
大
型
全
切
手
。
発
売
は
博
士
の
誕
生

日
で
遣
遙
祭
の
五
月
二
十
三
日
で
す
。

　
土
砂
降
り
の
参
議
院
議
員
選
撃
の

疲
票
率
六
八
、
七
バ
彪
ヤ
で
す

去
る
六
月
四
月
五
つ
の
投
票
所
に
て
執
行
さ
れ
た
参
院
選
畢

は
田
植
の
最
中
で
も
あ
り
、
然
も
ド
シ
ヤ
ブ
リ
の
選
畢
の
潤

足
は
相
当
懸
念
さ
れ
繭
都
に
は
意
想
外
な
緬
を
あ
げ
て
い
る

部
落
も
あ
る
が
綜
合
し
て
六
八
・
七
鍾
で
膿
棄
枚
防
止
策
が

徹
底
七
た
、
選
畢
意
識
が
向
上
し
た
と
は
言
わ
れ
な
い
。

参
考
迄
に
松
代
村
の
各
字
の
断
足
を
記
し
て
み
よ
う

◎
最
低
位
は
蓬
李
の
四
一
、
一
％
で
あ
る
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ぬ
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覧
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議
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ぼ

躰
礎
豹
鑛
嫉
罐
驕
翫
罐
㎝
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よ
つ
て
そ
釜
も
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
㎝

　
る
が
こ
の
手
を
弛
め
す
と
あ
っ
て
縣
、
畏
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

岡
市
夏
手
を
携
え
て
の
計
画
が
産
業
博
覧
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

会
の
開
催
と
な
つ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
轍

で
あ
克
　
　
　
　
｝

縣
は
地
方
箏
務
所
を
通
じ
各
市
町
村
に
そ
・

　
の
協
力
方
を
要
望
、
縣
民
は
必
す
一
戸
噌

人
は
観
覧
し
て
に
し
軌
と
本
村
へ
も
五
百

　
五
十
放
の
入
揚
舞
浦
化
の
依
頼
が
あ
っ
た

φ
で
、
先
般
蜘
託
員
会
を
開
き
、
打
合
せ

を
行
っ
た
。
そ
の
後
村
当
局
は
頸
鉄
松
代

営
業
所
と
折
衡
大
型
バ
ス
五
十
人
乗
り
二

　
台
を
入
れ
彼
復
共
に
貸
切
り
と
し
て
観
覧
・

者
分
便
宜
を
図
る
計
画
を
た
て
た
。
現
在

村
当
局
の
手
許
に
於
て
計
画
さ
れ
て
い
る

　
の
が
次
⑪
通
り
で
あ
る
。
，
尚
貸
切
り
｝
育

　
一
万
二
千
円
也
、
出
発
は
朝
松
代
発
六
時
夕

　
方
長
岡
発
蹄
途
に
着
く
の
が
五
時
。
片
道

　
三
時
間
を
要
す
る
が
博
覧
会
へ
八
時
間
も

ー
居
ら
れ
ゐ
か
ら
充
分
と
み
ら
れ
る
。
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一
班
松
代
五
十
一
名

嘱｝
．
第
二
班

第
三
班
「

．
第
四
班

第
五
班

第
六
班

第
九
班

廼
糊

一
第
十
班

第
士
班
，

日
取
り
は
今
の
と
こ
ろ
決
定
し
な
い
様
で

あ
る
が
大
体
八
月
上
旬
と
な
る
こ
と
で
あ

ろ
・
つ

葦
3
…
藍
き
の
馨
ら
奪
零
●
ー
垂
b
旨
9
■
●
●
置
9
」
●
ゆ
8

2
蜜
8
B
［
8
聾
3
3
8
匿
8
置
峯
2
8
3
●
ヒ
3
」
　
，
c
ど
3
き
b
8
【
垂
2
2
ー
↑
電
・
C
●
ε
じ
『
、
客
萎
艦
監

松
代
五
＋
一
名

〆
松
代
三
，
十
四
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十
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千
年
四
＋
八
名

小
荒
戸
＋
九
、
太
李
士
、
田
沢
羊

小
屋
九
噛
池
の
畑
＋
一
、
下
山
夫

蓬
孕
四
十
一
名
桐
山
（
菊
）
十
名

一
菅
刈
二
茜
、
桐
山
（
正
）
＋
、
苧
島
茜

東
山
四
、
海
老
二
十
、
片
桐
山
七

瀧
沢
十
三
．
中
子
四
、
荒
瀬
三

犬
伏
四
十
名
孟
地
十
二
名

会
沢
二
十
四
名
清
水
三
十
二
名
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、
施
業
案
に
樹
す
ろ

　
　
本
村
の
實
測
ば
，
し
ま
る

一
、
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
、
噛
日
の
計
は

朝
に
あ
か
ど
申
し
ま
す
ρ
放
行
を
し
よ
う

『
と
す
れ
ば
日
程
を
組
ん
で
蓄
か
な
け
れ
ば

な
ら
虹
し
家
を
建
て
よ
う
と
す
れ
ば
設
計

・
書
が
必
要
で
あ
り
ま
す
吾
々
日
常
生
活
も

，
『
計
画
が
必
要
で
企
業
に
ρ
い
て
は
そ
れ
炉

　
『
居
痛
戚
さ
れ
ま
す
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

飾
業
案
と
い
う
言
葉
は
｝
般
，
に
は
き
．
～
な

れ
怨
い
需
葉
で
あ
り
ま
す
が
森
林
経
営
を

行
う
場
合
の
も
と
．
㌧
な
る
計
画
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
十
ケ
年
間
に
ど
こ
．
を
い
く
ら

伐
探
レ
跡
に
何
の
樹
を
何
本
植
え
林
道
は

何
処
か
む
何
処
迄
何
粁
つ
け
る
乏
い
う
様

な
わ
く
を
決
め
た
綜
合
計
画
で
あ
り
ま
す ー

…
ほ
、

、
我
周
で
は
朋
治
三
十
二
年
か
ら
国
有
林
乏
｝
学
問
の
進
歩
に
よ
（
つ
て
現
在
二
石
に
な
つ

・
私
有
林
で
も
大
面
積
の
も
の
に
限
ら
れ
て

茄
緩
の
所
薯
は
惑
藤
で
響
画

．
の
施
業
を
し
て
き
ま
し
た
個
々
の
所
有
者
・

　
が
ば
ら
く
に
計
画
し
忙
の
で
は
無
駄
が

　
多
い
の
で
町
村
軍
位
に
作
ぢ
れ
る
の
が
森
～

，
林
組
合
施
業
案
で
あ
り
ま
す
。

　
林
業
は
他
の
産
業
に
比
較
し
で

繭
曾
生
産
期
間
が
長
い
こ
と
，

り

｝
⇔
廣
い
経
営
区
域
を
必
要
と
す
る
こ
と

｝
斜
天
然
の
成
熟
期
が
判
然
レ
鶴
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

」
同
じ
土
地
産
業
で
め
る
農
業
は
長
く
て
一

㎝
！一

蕪
器
鶯
鰐
て
」
数
年
ゆ

り

｝
そ
の
土
地
に
最
為
遭
し
た
木
の
種
類
や
、

ボ

＝
何
本
槌
え
た
が
一
番
よ
い
な
又
植
え
た
後

ハ

｝
の
仕
立
方
や
そ
の
土
地
に
適
し
た
伐
探
時

｝㎜
期
を
敏
え
て
く
れ
ま
す
っ
．

よ

…
農
業
方
面
で
は
以
前
反
当
」
石
砂
生
僅
が

㎜
り
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｛
て
居
り
ま
す
。
林
業
も
若
し
現
在
一
町
渉

｝
で
五
石
を
二
倍
に
増
加
レ
た
走
す
れ
ば
森
『

林
面
積
が
二
倍
に
な
つ
た
と
同
じ
で
あ
り

　
ゼ■

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
現
在
通
び
林
・
産
物
の

需
要
が
あ
っ
て
も
禿
山
菰
ゼ
す
に
す
む
の

で
す
つ

，
土
地
の
生
産
力
を
培
加
す
る
方
法
ば
種
か

｝
あ
り
ま
す
が
で
の
根
本
セ
な
す
も
分
は
施

薬
の
計
麗
器
呈
す
．
－

、
本
縣
で
は
昭
和
二
十
蕊
年
よ
う
五
ケ
年
計

画
で
施
業
案
編
成
を
完
成
す
べ
く
來
年
度

　
に
は
全
縣
完
了
し
ま
す
。
・
本
郡
は
今
年
度

孫
部
完
了
の
蓬
歪
村
は
育
晋
よ

嘉
り
実
測
し
で
短
ウ
ま
す
か
ら
村
厩
各
位
に
，
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リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

、
獄
何
分
の
御
理
解
と
御
協
力
を
願
い
ま
す

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
ニ
月
、
一
十
五
桐
に
は
総
指
令
部
天
然
資
源

厨
林
業
部
よ
ゆ
且
本
政
府
に
対
笠
林
業
計

彌
襲
鐘
煙
つ
い
彊
禦
あ
つ
た
、

一之
は
施
業
案
編
成
と
」
．
致
し
た
問
題
で
あ

　
　
ロ

　
る
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
，
・

　
，
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

降
り
み
降
巧
す
み
の
梅
雨
期
間
中
南
方
の
．
・

高
氣
魔
㊧
勢
ガ
が
強
く
な
る
と
内
地
仁
豪
，

雨
を
も
た
ら
し
て
く
る
。
勇
肚
な
雷
鳴
の
・

あ
各
の
も
酎
方
冊
氣
塵
①
勢
力
消
長
に
關

係
す
る
も
の
で
や
が
て
夏
の
季
節
に
入
る

・
。
多
温
の
後
の
氣
撮
の
急
昇
は
作
物
の
徒

1「ノ
〃－

磯
虫
筈
等
の
原
因
に
な
乃
か
ら
よ
く
注
・

慧
レ
特
に
病
虫
害
の
早
期
発
兄
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
つ
夏
の
氣
候
に
つ
い
て

の
氣
象
学
的
説
明
は
先
づ
上
の
天
氣
図
か

ら
御
覧
願
い
た
い
。

梅
雨
前
線
、
（
前
月
号
参
照
）
の
北
上
の
途

，
中
」
内
陸
各
地
に
豪
雨
や
雷
雨
を
件
う
事

は
既
に
述
べ
た
が
、
一
通
過
し
終
れ
ば
北
海

道
方
面
の
高
氣
座
は
衰
え
南
方
、
小
笠
原
方

面
の
高
氣
歴
な
優
勢
乏
な
る
。
，

こ
の
時
の
天
氣
図
の
形
式
を
南
高
北
低
型

と
云
う
。
南
か
ら
ば
撫
度
，
・
温
度
共
に
高

’
い
室
氣
が
流
入
し
内
地
は
蒸
b
暑
い
氣
候

と
な
る
。
殊
に
こ
の
室
氣
は
速
度
が
弱
い

の
で
あ
ま
り
風
は
ね
く
一
入
暑
さ
琶
戚
す

る
。
よ
く
晴
れ
た
日
中
、
山
岳
の
南
麓
や
内

陸
の
奉
野
地
方
の
室
氣
は
特
に
暖
め
ら
れ

、
輕
く
な
か
、
上
層
に
逃
げ
去
つ
て
行
く
。

一
一
体
室
氣
と
云
う
も
の
は
上
昇
す
る
時
に

は
膨
張
レ
、
自
体
，
の
濫
度
は
下
り
り
、
含
有
す

る
水
蒸
氣
を
水
滴
と
し
て
放
出
す
る
。

…
山
羊
買
上
審
査
に
つ
い
て
御
知
ら
せ

　　　　嶋
一一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

本
村
は
昭
和
二
十
三
年
、
縣
分
種
山
羊
壇
殖

指
定
粒
と
ル
て
優
良
山
羊
の
増
殖
に
つ
と
め

，
－
る
傍
ら
村
内
産
の
山
羊
を
村
外
に
販
売
斡
旋
才

を
行
－
で
き
た
の
で
あ
！
洛
が
本
年
も
懸
書
産

し
課
が
指
定
村
の
山
単
の
賀
上
を
左
紀
に
ょ
り
，

・
行
か
れ
す
こ
老
、
な
っ
た
。
，

当
日
は
畜
産
課
愼
尾
技
手
が
購
買
官
と
七
て
，

来
村

，
買
上
山
羊
の
審
査
に
あ
た
る
．
疹
と
に
、

な
ヶ
て
い
る
。

今
同
は
種
山
羊
と
し
で
買
上
げ
ξ
の
で
俄
格

も
梱
当
禍
値
で
種
牡
候
補
に
二
千
円
か
ら
二
．

千
五
百
円
見
當
で
あ
る
。

監
荷
省
月
は
、
山
羊
の
登
録
槍
査
も
実
施
す
る

F
予
定
で
あ
お
か
ち
蓼
る
ぺ
，
ぐ
多
数
出
品
さ
れ

る
様
に
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
．
廼

ぺ
期
日
　
七
月
五
日
午
前
九
時
よ
り

，
一
、
場
所
　
家
畜
市
揚
附
近
，
（
市
川
久
太

　
　
　
　
　
，
郎
氏
栗
林
）

「
買
上
予
定
頭
鍛

　
　
　
成
，
・
牡
．
一
五
頭

　
　
　
種
牡
候
補
」
○
頭

　
　
　
、
種
牝
候
補
■
三
〇
頭

「
出
品
に
あ
た
づ
て
の
注
意

航の・’』“，備q槻捕¶顧

p
◎
種
付
証
朋
書
を
必
す
携
行
す
る
こ
と

　
　
＼
。
松
代
村
農
業
協
同
組
合

　
　
　
松
．
代
村
出
羊
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

水
蒸
氣
が
水
滴
t
愛
る
際
t
は
潜
熱
壱
云

う
熱
を
発
生
す
る
（
詳
し
く
ば
水
蒸
氣
，
一

レ
屍
が
全
部
水
滴
に
な
る
時
に
ば
約
五
湘
○

カ
・
リ
L
y
の
で
そ
；
の
室
氣
は
此
の
熱

　
の
吸
牧
の
た
め
盆
々
輕
く
な
り
上
昇
分
速

度
は
大
と
な
る
。
自

室
氣
中
に
含
有
す
る
水
蒸
氣
の
量
が
多
け

－
れ
ば
多
い
程
放
出
さ
れ
る
水
滴
は
多
く

室
氣
の
上
昇
力
も
強
い
こ
と
は
容
易
に
了

解
出
来
惹
と
思
う
。
，

　
こ
う
む
て
ム
ク
く
と
し
た
雷
雲
、
入
道

雲
（
学
問
的
に
ば
積
胤
雲
）
が
で
き
、
雷
鳴
，

電
光
降
雨
降
電
等
が
あ
る
事
に
な
る
。

雷
雨
の
あ
る
日
は
風
の
あ
ま
り
な
い
湘
雲
・

噛
少
な
い
様
な
暑
い
日
の
午
後
に
多
い
つ

，
小
笠
原
の
高
氣
歴
が
異
常
に
発
達
む
て
内

．
地
全
部
共
の
範
囲
内
に
牧
め
、
日
本
海
を
、
’

通
過
ナ
る
低
氣
厘
や
不
蓮
績
線
の
少
い
年

ば
降
雨
少
ぐ
、
日
射
の
み
強
く
、
所
謂
早
害

　
を
主
す
ゐ
。
ー
滲
季
戎
斌
潔
震
D
ケ
ち
導
冷
，

、
年
の
皐
魅
を
予
想
す
る
ど
云
う
箏
は
今
の

処
ま
だ
確
実
に
ば
出
楽
な
い
⑳
で
予
め
早
害

、
対
策
を
行
う
こ
乏
は
で
き
な
帆
ρ

，
貯
水
地
、
用
水
路
等
考
え
ね
ば
ね
ら
阻
事
は
、

ま
だ
ぐ
沢
山
あ
る
。

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
日
本
の
農
業
に
恐
幅
を

與
え
る
も
の
に
合
風
が
あ
る
。
』

，
台
風
は
前
述
ど
同
じ
理
由
で
南
洋
．
の
島
の
上

■
辺
り
で
強
い
上
昇
氣
流
と
渦
巻
き
を
生
じ
て

内
地
に
進
ん
で
未
牝
も
の
を
云
う
。

ム
潟
風
の
被
害
は
猷
忙
多
い
か
ら
共
の
解
説
臓

・
次
同
に
譲
る
。

夏
季
の
作
物
で
注
意
を
要
す
る
も
の
に
馬
令

薯
が
あ
る
。
馬
，
令
薯
は
地
温
二
七
度
位
に
な

る
と
肥
大
を
停
止
す
る
一
体
に
室
氣
の
熱
傳
・

導
度
や
熱
の
，
吸
牧
度
は
小
さ
い
も
，
の
で
、
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ロ

射
忙
よ
つ
て
先
づ
大
地
が
充
分
に
高
温
乏
な

り
．
，
そ
の
熱
が
次
第
龍
上
室
に
傳
力
る
カ
め
。
『

温
は
五
〇
度
以
上
に
な
る
扮
合
が
あ
る
。

、
地
中
に
入
り
込
め
ば
之
よ
り
す
っ
と
低
温
に

な
る
か
ら
夏
季
は
馬
令
薯
に
は
土
寄
せ
が
必
，

要
に
な
る
。

蜜
、
ぐ
二
，
D
f
也
方
で
－
覗
聾
賀
絢
曳
「
一
卜
染
寿
汀
ビ
』
創
・

　
　
　
　
　
　
　
ロ
び
の
も
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ヨ
モ

地
上
》
米
①
氣
温
が
三
〇
度
位
の
時
に
地
表
岬

穿
の
幕
均
鐙
養
位
の
ど
き
醒

　
の
影
郷
耀
を
遜
断
す
る
た
ー
め
φ
技
術
的
手
段
　
，

甲
に
他
な
ら
な
い
。
、

　
其
の
他
種
々
の
作
物
に
つ
い
て
そ
の
特
性

　
に
適
す
る
様
に
栽
培
管
理
を
行
う
こ
と
は

、
必
要
な
事
で
あ
る
σ
．

夏
為
終
り
頃
に
な
る
と
日
中
の
高
温
か
ら

　
夜
牛
の
低
温
へ
の
麺
化
が
大
き
ぐ
な
す
か
・

　
ぢ
衛
生
上
注
意
を
要
す
る
こ
と
な
勿
論
で
、
、

あ
る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

夏
季
殊
に
霧
の
深
い
の
は
大
字
松
代
の
特
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

雄
肋
髪
綴
甥
載
雛
鉄
漉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

名
称
で
呼
ば
れ
る
。
　
　
、
　
　
，
，
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

一
し
か
し
大
体
九
時
前
後
に
は
沿
散
し
て
晴
㎜

　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ
　
　
，
・
．
　
螺

　
天
と
な
る
事
が
多
い
が
そ
れ
羽
け
b
日
射
彙
｝

　
が
減
殺
さ
れ
る
。
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
…

　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

当
地
で
果
樹
が
あ
ま
り
よ
く
婁
理
紬
繍
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

冬
季
雰
の
被
害
の
他
に
夏
季
の
霧
の
影
響
㍗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛
・

　
が
多
分
に
あ
る
。
・

　　松
　　f勺

ilジ商
1寸・等

　　学
β・校

算

翔
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4
　
・
鴫
｝
、
，
b
婿
甲
甲
　
し
＝
，
航
…
℃
‘
開
，
恥
，
｝
も
，
』
；
髄
p
り
”
b
軸
脳
蓄
6
，
噂
夢
，
』
O
顯
｝
，
，
噛
＝
■
畢
静
、
噂
●
、
蓋
亭
9
8
6
』
も
蓄
巳
‘
，
，
●
●
ρ
騨
辱
”
虻
▼
り
5
陶
り
濫
蚤
，
：
『
婁
h
『
憎
…
，
讐
翼
“
の
レ
鴨
⇔
9
曾
｝
“
写

　
　
　
　
膿
業
講
座

　
　
命
爾
で
折
角
田
燈
忙
移
ざ
れ
た
農
作
物
も

　
　
廃
然
元
氣
な
ぐ
殆
為
ど
生
育
巾
止
の
歌
態

　
　
　
と
か
ぐ
農
家
は
今
迄
作
暢
の
病
氣
に
種
々

　
　
　
惜
ま
さ
れ
薯
し
い
被
害
を
受
け
乍
ら
從
に

　
　
自
説
き
又
は
致
し
方
な
い
も
の
乏
諦
ら
め
，
、

　
　
　
が
今
後
は
病
筈
虫
の
予
防
も
作
物
栽
培
に

　
　
　
行
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
．
・

　
　
　
易
い
畑
作
物
の
病
氣
を
二
三
畢
げ
て
之
が

　
　
防
除
法
を
記
－
載
す
る
α
』

　
　
H
瓜
類
の
露
曲
困
病
，

　
　
　
、
，
ッ
，
ユ
，
カ
ピ
病
叉
は
ベ
ト
病
と
も
呼
び
此
，

　
　
『
、
辺
で
は
一
般
に
蔓
上
り
乏
云
つ
て
い
る

　
　
　
主
と
し
て
瓜
類
の
葉
に
発
生
す
ξ
の
で

　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
撫
随
恵
野
市
　
川
牧
　
人

　
　
　
囎
静
・
、
，

　
　
　
「
押
・
責
り
」

　
　
清
少
納
言
な
ら
「
打
～
も
殺
し
つ
べ
し
」

　
　
　
で
あ
ろ
う
『
に
く
き
も
φ
』
に
押
し
売
り

　
　
が
あ
る
。

　
　
　
そ
れ
も
純
憎
な
子
供
と
か
、
え
ん
ぎ
ん
ド

　
　
，
応
対
で
略
し
て
く
る
な
ら
ま
だ
が
ま
ん
も
『

　
　
す
る
が
仕
付
時
の
忙
し
い
頃
、
殊
に
女
子
｝
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
2
蓬

　
　
　
に
あ
り
ま
す
が
こ
の
様
な
天
氣
が
綾
く
害
一

　
　
　
作
物
が
軟
脅
嚢
し
象
の
病
魯
堕

　
　
　
於
呈
葺
墾
壱
て
霧
や
塗

　
　
　
草
作
業
と
同
様
農
作
業
巾
に
組
入
れ
て
慣
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
轡

　
ベン

　
　

　
く ．

号
，
㌣
壌
か
一
ら
撮
易
ヤ
作
物
φ
病
害

奥
一ジ

　
．
一
時
早
魅
に
依
る
植
付
不
能
田
の
纏
出
が
隔

』
．
．
、
憂
慮
塔
肛
た
今
年
の
天
候
も
最
近
は
連
偶
，

　
幽

　
　
づ

聞
落
れ
易
く
な
る
劣
充
盆
壱
凝
病

　
、
㎝
前
の
予
防
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
，
．

舘
q
る
だ
け
で
辮
前
の
策
が
施
愚
れ
な
か
，
っ
た

、
民

，
公
，
次
に
作
物
病
宋
口
④
り
ち
こ
れ
が
ら
円
隅
も
出
電
，

代
・

松　
　
諏

　
　
酬

　
　
沸
D

　
　
㎝

　
噺

　
　
輔

　
サ
リ
ド
や

　
　
m

　
蝋

　
　
脚

　
　
桝

ヨノ、
！

年σ5　
ロ．

σ
．
『
も
ゑ
、
っ
義
華
の
護
を
か
ぎ

年25
一

和昭

　
　
果
実
は
発
育
不
良
ど
な
つ
て
胡
瓜
な
ど

　
　
は
轡
曲
す
る
の
が
多
い
。
瓜
類
の
中
で

　
　
も
被
害
の
樫
度
は
作
物
に
よ
吟
異
る
が

　
　
胡
瓜
、
越
瓜
、
甜
瓜
等
が
特
に
被
審
が
大

　
　
ヨ

　
　
き
い
。
こ
0
病
氣
に
罹
、
る
と
胡
瓜
は
下

　
ー
葉
か
ち
順
々
上
葉
に
向
つ
て
発
病
」
病

　
、
・
葉
は
晴
天
の
時
は
捲
き
雨
天
が
績
く
と

　
　
ペ
ト
ぐ
に
な
る
。

　
　
発
病
が
劇
し
い
時
は
上
の
葉
が
少
し
残

　
　
る
だ
け
で
全
葉
が
枯
れ
て
し
ま
う
こ
乏

　
ぱ
衆
知
の
通
り
で
瓜
類
の
病
氣
で
は
最

　
　
も
恐
し
い
病
氣
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
高
温
多
滋
の
旧
が
績
く
と
念
速
に
発
病

　
　
す
る
が
そ
の
予
防
法
と
し
て
は
、

　
一
ω
本
葉
が
完
全
に
開
い
た
頃
か
ら
五
～

　
　
　
七
日
毎
に
二
回
位
四
斗
式
石
茨
牛
量

　
　
　
ボ
ル
ド
ー
液
を
今
迄
に
撒
布
ル
て
置

　
　
　
ぐ
・
の
が
よ
い
の
だ
が
こ
れ
か
ら
で
も

　
　
　
雨
の
舞
れ
間
を
見
て
直
ち
に
策
一
回
ー

　
　
　
を
撒
布
し
十
潤
位
置
き
に
二
～
三
回

　
　
撒
布
す
る
と
よ
い
。
　
（
藥
剤
は
銅
製

　
　
　
剤
ご
繍
匁
を
水
一
斗
に
溶
か
し
展
着

　
　
　
剤
を
加
え
た
も
の
を
使
用
し
て
も
よ
・

　
　
　
い
ゾ
爾
ご
の
病
菌
は
葉
の
裏
側
か
ら

　
　
　
俊
入
す
5
の
が
多
い
か
ら
藥
剤
撒
布

　
　
，
の
際
に
は
必
す
葉
の
裏
側
に
も
か
け

　
　
．
・
る
こ
と
を
忘
れ
で
は
な
ら
な
い
。

　
、
㈲
畏
雨
の
場
合
は
根
際
に
敷
藁
を
す
る

，
供
だ
け
の
留
守
宅
へ
，
高
い
蘇
ン
ビ
ツ
だ
の

　
シ
ヨ
ク
Z
ウ
、
だ
の
を
押
々
付
け
、
，
買
わ
な

　
い
と
恐
喝
も
ル
験
ね
な
い
と
い
う
手
合
に

、
は
ホ
ト
ホ
手
腹
が
立
2

　
　
　
　
　
　
　
　
◇
、

戸
つ
い
｝
ケ
月
位
前
龍
嫁
一
人
の
留
守
宅
へ

飯
を
食
わ
七
て
く
れ
と
い
う
載
恰
好
二
十

り

五
六
才
位
の
青
年
が
立
寄
っ
た
。

そ
こ
ぺ
俺
が
蹄
っ
て
來
た
ら
彼
が
い
シ
に

、
「
実
は
私
は
最
高
学
府
を
出
た
も
の
で
す

が
失
職
し
て
魚
招
方
面
の
ゼ
か
た
に
行
つ

た
の
で
す
と
こ
ろ
が
飯
場
で
疲
泊
り
す
る

＝
・
…
h
‘
3
g
；
…
；
詑
電
ξ
3
3
翼
じ
転
＝
ξ
3
一
…
芸
婁
。
…
亀
．
零
り
3
蓄
脚
蓼
3
ξ
3
3
…
ε
”
ト
，
堵
卿
8
。
濫
…
3
…
ξ
3
，
撃
，
3
3
竃
コ
監
3
。
．
．

　
　
　
こ
と
も
相
当
効
果
が
あ
為
。

　
　
⑥
三
尺
胡
瓜
な
ど
の
長
形
種
は
比
較
的

　
　
　
こ
の
病
氣
に
強
じ
ρ

⇔
馬
令
薯
の
疫
病
　
昨
年
馬
令
薯
畑
の
大

部
分
が
甚
ぐ
犯
さ
れ
た
こ
の
病
氣
は
花
蕾
’

　
の
付
く
頃
（
栄
養
生
長
期
か
ら
生
殖
生
畏
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

，
期
に
移
る
時
期
で
丁
度
現
在
畑
じ
あ
る
馬

令
薯
の
歌
態
）
滋
氣
が
多
ぐ
ズ
氣
温
が
撮

氏
二
十
一
度
前
後
の
臼
が
数
日
績
く
と
発
，

住
が
多
℃
耶
均
氣
温
が
二
十
五
度
以
上
に
一

な
届
と
終
濾
す
る
ゆ
，
発
病
株
の
御
承
知
の

如
く
下
葉
の
先
か
ち
円
形
暗
褐
色
の
斑
点

が
出
來
て
裏
面
に
は
『
白
か
び
』
が
出
来
ズ
、

次
第
に
拡
が
り
黒
褐
色
驚
な
う
て
砧
れ
海
，
’

病
氣
に
罹
づ
た
蔓
は
不
正
形
に
凹
ん
だ
病
、
、

斑
が
出
來
て
腐
あ
。
牛
旦
以
上
適
日
蔭
龍
、

な
る
機
な
畑
に
馬
令
薯
を
作
つ
た
揚
冷
は
，

殆
ん
ど
発
病
す
為
鴬
云
っ
て
旭
蕊
位
で

術
窒
素
質
肥
料
が
燐
酸
加
里
質
肥
料
に
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

を
誘
う
傾
向
が
あ
る
こ
れ
か
ら
防
除
法
嫉

　
ω
花
の
開
き
始
め
ξ
頃
か
ら
十
日
置
位
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

に
三
同
位
四
斗
式
石
灰
ギ
膨
ド
」
液
又
嫉

の
場
合
は
華
葉
ぱ
勿
論
土
際
ま
で
か
け
る
，

い
5
ち
に
爾
が
降
つ
た
場
介
ば
藥
剤
の
効

、
と
沢
山
の
人
足
に
思
怒
的
な
影
響
を
與
え

て
好
ま
し
く
な
い
か
ぢ
と
の
理
由
で
雇
つ

て
く
れ
ま
せ
ん
心
、
ζ
れ
か
ら
直
江
津
方
面

　
へ
職
を
さ
が
し
に
行
こ
う
と
思
う
の
で
す
・

が
腹
が
へ
っ
て
歩
け
ま
せ
五
。
ど
う
か
乙

の
飯
盆
に
飯
を
繭
ば
い
下
ざ
い
」

、
，
と
い
樹
の
で
あ
っ
た
。
逢
ヶ
て
み
る
と
こ
，

か
、
ひ
い
ざ
目
に
見
て
も
青
年
学
校
の
中

｝
ナ
ン
セ
ン
．
λ
に
す
っ
か
り
氣
に
入
り
、
嫁
、

楓
し
罰
合
が
多
か
つ
葛
倉
は
繋

禰
鍵
雑
艀
鑓
研
論
融
綴

て
標
に
レ
若
し
撒
布
し
た
藥
が
よ
く
乾
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

・
の
青
年
の
教
養
程
度
怯
漸
べ
小
学
校
卒
業

退
位
の
男
で
あ
つ
た
。
最
高
学
府
乏
い
う
，

｝
・

ー
』
…
…
…
ー
…
…
…
…
噸
…
…
き
…
・
確
…
＝
…
善
…
…
巳
嚢
§
§
…
…
…
L
ぎ
…
…
・
…
一
…
零
嚢
ー
…
壕
｝
…
”
多
…
蓄
萎
ー
垂
…
…
…
…
…
唱
3
…
…
…
p
鵠
」
零
還
瞬
．
…

果
が
な
い
か
ら
雨
が
晴
れ
次
第
敢
め
て
撒
布

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尚
こ
の
よ
ラ
な
銅

・
剤
八
ボ
ル
ド
1
液
又
は
銅
製
剤
等
〉
．
の
撒
布

嫉
病
氣
の
予
防
だ
け
で
な
く
馬
令
薯
の
生
育

を
よ
く
し
塘
牧
す
る
こ
と
に
参
る
か
も
必
す

撒
布
し
て
も
ら
魁
た
い
ゆ
と
く
忙
月
蔭
の
畑
、

に
作
っ
た
場
合
は
し
の
必
要
が
あ
る
。

．
ノ
側
葉
に
病
斑
が
見
え
た
ぢ
速
か
に
土
寄
せ
』

を
し
て
病
菌
が
薯
に
寄
生
す
る
の
を
防
や
こ

と
が
大
切
で
こ
の
塀
合
の
土
寄
せ
は
比
較
的
・

深
い
方
が
よ
い
。

　
㈲
加
里
肥
料
と
く
に
草
木
茨
等
を
塘
施
す
．

る
こ
と
．

』
樹
病
氣
に
擢
つ
九
株
か
ら
は
種
薯
を
と
ら

な
い
こ
乏
ゆ

　
㈲
種
薯
は
ウ
ス
プ
，
ル
シ
の
入
3
倍
液
に
＋
券

　
●
問
浸
演
消
毒
し
て
蔭
干
し
を
し
す
つ
か
り

　
－
乾
い
て
か
ら
貯
藏
ず
る
こ
と
、

㊧
茄
子
砂
立
枯
軌
．
青
枯
病
・

立
結
病
鳳
茄
子
の
地
際
部
起
発
生
し
苗
床
に

出
る
こ
ど
も
あ
届
が
普
通
は
結
果
期
七
入
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
コ

頃
被
害
を
受
け
灸
、
・
病
菌
に
犯
瀞
。
巾
る
と
地

際
部
が
細
ぐ
く
び
取
て
衰
弱
し
葉
は
黄
緑
色
」

ど
奪
窟
で
地
際
が
折
れ
易
く
な
拳
ρ
．

青
枯
病
は
茄
子
の
外
ト
マ
ト
、
馬
令
薯
等
壱

こ
の
病
無
起
罹
ξ
が
こ
の
病
菌
が
繁
殖
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ド

と
晴
天
に
は
萎
れ
て
夜
問
父
は
雨
天
の
判
に

　
　
　
　
　
　
づ

は
直
立
す
る
が
最
後
に
．
は
枯
れ
る
。

臼
た
ぢ
彼
は
す
つ
か
り
恐
縮
し
て
い
た
。

何
の
取
り
柄
も
な
い
俺
で
は
あ
る
が
永
い
間

教
育
者
と
し
て
の
生
活
を
む
て
い
た
關
係
か

ら
人
相
を
見
て
こ
の
人
は
ど
れ
位
の
学
歴
が

あ
り
敏
育
の
あ
る
人
か
は
大
概
は
わ
か
る
。

ど
ん
な
美
人
で
も
敏
養
の
な
い
敦
育
の
な
い

人
の
顔
は
ノ
ッ
ペ
ゾ
し
て
氣
品
が
な
い
。

ど
ん
な
ぶ
男
で
も
醜
女
で
も
敏
養
あ
る
人
の

顔
か
九
ち
は
見
』
ば
い
の
す
る
も
の
だ
。
，
ど
こ

と
な
く
ノ
ー
ブ
グ
に
み
え
る
も
の
だ
。
㌧

　
　
　
　
　
　
　
◇
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

樹
病
株
の
根
元
の
と
こ
乃
を
横
に
切
ρ
て
、

見
る
と
黄
色
の
粘
液
が
出
る
。

被
害
の
多
い
』
時
は
畑
帽
面
枯
れ
乃
こ
乏
も

・
珍
ル
て
な
か
程
で
陰
灘
の
天
仮
が
績
ぐ
鳶

被
害
は
大
き
い
。
・

防
除
の
方
法
は
立
枯
病
、
青
枯
病
共
琴
ー

　
砂
移
植
の
時
苗
の
取
扱
に
注
意
し
地
際

　
　
の
所
に
傷
が
つ
か
な
い
様
曲
慧
す
る

　
ー
働
排
水
の
良
い
畑
を
選
び
漁
地
畑
は
排
』

　
　
水
に
づ
と
め
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
箇
被
害
株
は
す
や
抜
き
取
つ
で
焼
ざ
捨

　
　
て
る
．
，

　
㈲
石
茨
窒
素
を
移
植
前
十
五
日
位
に
撒
，

　
　
㌧
い
て
土
七
よ
ぐ
ま
ぜ
て
お
く
，

　
樹
高
畦
敷
藁
も
有
効
と
云
わ
れ
て
い
る
、

　
㈲
移
樋
後
の
消
毒
は
六
月
中
旬
乏
七
月

　
　
中
旬
の
二
同
位
石
茨
硫
黄
合
剤
の
○

　
　
●
三
度
液
を
坪
当
り
二
升
の
割
合
で

　
　
茄
，
子
の
根
元
に
か
け
て
や
る
こ
と
も

　
　
・
よ
い
　
，

　
ω
肥
料
は
燐
酸
、
加
里
質
肥
料
を
充
分

　
　
、
爵
施
す
様
に
す
る
ρ

甲一7

寵
お
給
仕
を
き
せ
膳
部
を
揃
え
て
微
応
㌧
｝
と
こ
ろ
が
つ
い
四
五
日
前
に
引
揚
者
だ
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

㎝・
以
上
簡
軍
に
申
し
述
ぺ
ま
し
た
が
絡
て
の
・

萄
害
が
讐
て
し
ま
つ
て
か
ら
の
藥
剤
撤

布
は
余
り
効
果
が
な
い
の
胃
か
ら
徴
候
の

嚢
蒜
領
か
ら
予
防
に
揖
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
■

…脚

う
押
売
つ
の
青
年
が
や
っ
て
來
た
）
一
二
言

．
一
一
言
閂
答
し
て
い
る
う
ち
に
つ
い
喧
嘩
腰

に
璽
つ
て
し
ま
い
、
俺
も
酒
滋
十
円
位
な

ら
買
σ
て
や
る
つ
も
り
な
の
が
買
わ
す
じ

ま
い
に
絡
つ
、
た
。

　
一
体
寄
附
を
す
る
生
い
う
こ
と
は
そ
れ
ほ

ど
苦
痛
で
は
な
い
が
要
り
も
し
な
い
、
も
の

を
む
り
や
り
買
わ
せ
ら
れ
る
と
い
ラ
こ
と

は
氣
持
の
悪
い
も
の
だ
。

こ
の
田
含
で
は
滅
多
に
泥
棒
に
蓬
う
こ
と
p

も
な
い
し
寄
附
も
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
・

が
農
繁
期
の
押
売
り
に
は
ホ
ト
く
閉
口
，

す
る
。
　
　
、
　
　
　
　
（
六
、
」
○
）

、
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小
　
，
野
　
島
－

　
，
⑳
蚊
⑳
い
た
グ
ら
』

茂

身
も
土
も
嶢
け
つ
く
か
と
、
思
わ
れ
喝
ほ
ど

一
照
じ
づ
⑳
た
眞
夏
の
太
陽
も
や
、
西
に
傾

い
て
よ
う
や
く
我
蕉
か
え
っ
た
様
な
氣
持
，
．

に
な
り
、
，
余
す
一
日
の
野
良
仕
票
に
精
出

し
始
め
る
と
い
つ
の
周
に
か
私
の
身
体
φ

回
り
ヒ
は
蚊
が
集
つ
て
來
た
。
そ
う
し
て

顔
と
い
わ
す
手
と
い
わ
す
仁
遠
慮
な
し
駕
、

や
つ
て
來
る
。
私
が
一
服
つ
け
て
い
る
ど

愈
匹
の
蚊
が
叉
や
つ
て
來
て
私
の
脛
に
止

つ
た
。
私
は
蚊
が
ど
う
す
る
か
ぢ
つ
と
見

守
っ
て
い
る
と
彼
は
長
い
尖
鋭
な
口
さ
き

を
私
の
皮
膚
の
中
へ
突
込
ん
だ
。

た
い
し
て
痛
い
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
い
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
ー
　
　
l
　
　
　
l

チ
ク
ツ
と
す
る
。
そ
う
し
て
彼
は
口
か
ら
・
、

血
を
吸
い
は
じ
め
た
。
兄
る
ノ
～
う
葡
蕉

す
き
透
う
た
彼
の
か
ら
だ
は
泓
⑳
血
で
充
．

満
ル
赤
べ
ふ
く
ら
ん
だ
。
偲
い
き
ウ
御
馳

走
に
菰
つ
た
の
か
彼
拡
ふ
く
ら
ん
だ
か
ら

だ
を
重
そ
う
に
持
ち
上
げ
て
飛
び
去
っ
た

彼
の
旦
を
つ
け
牝
あ
と
は
何
七
も
い
え
の

痒
さ
に
た
ま
ろ
な
か
っ
た
。

夕
暮
れ
の
山
道
を
荷
を
背
負
つ
て
蹄
路
に

つ
い
た
時
に
は
私
の
前
後
左
右
に
彼
等
の

襲
繋
絃
一
暦
の
激
し
さ
を
塘
し
た
。
，
そ
し

て
し
つ
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
私
を
追
い
か

，
け
て
く
る
。

電
燈
の
ト
に
窺
そ
べ
つ
，
て
新
聞
を
見
る
夕

食
後
の
ひ
と
、
き
．
、
・
彼
等
は
又
私
い
お
そ

い
か
、
る
。
夜
窺
る
間
も
蚊
張
の
外
に
、

ブ
ー
シ
く
と
、
・
そ
の
昔
無
氣
味
な
警
報

・
の
サ
イ
レ
ン
を
偲
ば
せ
ゑ
様
に
蚊
張
ぺ
侵

r
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
；
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
ー
，
　
；
　
ー

入
の
す
ざ
問
を
探
し
て
と
び
よ
わ
。
、
　
　
皿
命
が
締
め
巧
蔽
て
や
乃
の
で
あ
る
。

ざ
て
蚊
が
我
天
讐
そ
し
て
響
誉
X
に
孟
汗
症
と
努
病
築
あ
り
し
ば

ん
な
利
盆
を
も
た
ら
す
の
か
障
　
．
F
』
　
…
－
風
発
受
す
ら
れ
．
命
。
北
田
方
ら
馬
は
血
の

ち
よ
っ
と
考
え
て
ゑ
頭
に
浮
ん
で
ζ
な
い
・
㎜
汗
を
流
し
て
千
里
の
道
を
走
る
と
い
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
》
，
一
　
，
p
ご
｛
し
、
，
　
－

逆
長
箸
よ
つ
憂
惚
整
団
功
そ
カ
，
㎜
．
た
お
勇
・
．
蕊
は
蚊
の
得
フ
イ
ラ

■
ら
孟
へ
暑
え
喜
訣
ぞ
る
．
一
ヲ
苦
い
う
掌
籍
の
害
笙
し
、

蚊
暴
奉
裏
墓
き
お
で
い
ぼ
忍
羨
巴
誘
撃
あ
奮
來
、
篭

参
幼
児
の
星
整
奪
ま
償
美
τ
か
孟
が
聾
馨
の
子
蓋
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

き
鴎
ね
れ
3
雛
、
蚊
垢
象
廃
緬
マ
出
々
て
総
様
に
尋
（
血
汗
痂
と
い
う

羊
の
顔
な
ど
、
し
か
蒙
窒
れ
考
ゑ
象
β
ら
れ
3
合
雰
克

恐
い
の
姦
に
よ
ぞ
響
傳
染
葵
．
年
振
喜
痛
よ
良
膚
病
蓄
る
．
d
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ヨ

ま
叉
に
は
恐
し
い
マ
プ
7
リ
ヤ
が
あ
る
．
爺
亀
が
馨
ヴ
桑
腐
く
贋
が
っ

門
大
陸
や
南
方
σ
地
域
で
は
随
分
苦
し
め
5
皿
た
り
×
小
、
＠
な
で
き
も
が
下
腹
掬
九
力
に

・
れ
る
病
氣
で
め
る
。
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
山
出
來
乃
の
も
当
地
方
で
は
時
々
み
ら

犬
に
な
心
臓
綜
状
巌
病
が
あ
る
。
こ
れ
拭
㎜
れ
る
マ
，

蚊
に
よ
う
．
て
心
臓
の
中
に
沢
山
の
巌
が
寄
一
こ
魅
も
蚊
の
爲
に
血
液
の
中
に
或
る
錨
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

距
騰
懸
薩
齪
醗
沃
輪
輪
膨
膀
鞭
鵬
樗
蛉

生
し
途
ご
致
命
傷
に
な
る
病
氣
で
我
國
の
一
寄
生
す
る
た
め
で
あ
る
℃

研
究
に
不
眞
面
な
こ
と
が
あ
る
。

時
間
が
な
い
か
ら
忙
し
い
か
ら
と
の
言
い

わ
け
を
し
て
い
る
が
お
互
反
省
し
な
「
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

民
主
的
議
事
に
不
馳
れ
で
会
議
が
横
道
鮮

ぐ
れ
た
り
し
て
長
時
間
か
、
る
め
で
い
や

け
を
さ
し
で
く
る
。
こ
れ
は
杜
会
人
と
し

て
の
個
人
々
か
の
致
養
が
根
本
を
な
す
の
、

で
あ
る
か
ち
教
育
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

見
な
⑯
れ
ば
な
ら
な
』
い
。
成
人
敏
育
の
具

体
策
と
実
行
が
痛
焼
に
戚
じ
ら
れ
う
。

青
少
年
に
於
て
は
過
去
の
学
校
鳳
知
識
の

注
入
所
で
あ
り
た
こ
と
で
あ
洛
。
・
世
の
成

人
が
育
ち
が
育
ち
だ
か
ら
郎
ち
知
識
教
育

　
の
み
を
学
校
で
重
要
覗
し
た
か
ら
ン
、
れ
は
・

　理論

ガ
乏
鯨
り
に
あ
っ
さ
つ
む
て
ゐ
て
明

確
の
判
定
の
遇
と
に
実
行
と
云
う
こ
と
に

・
欠
け
て
ゐ
る
。
学
校
側
に
お
願
い
し
た
い

　
こ
ど
は
明
確
な
致
育
目
標
と
そ
の
技
術
と

方
法
を
改
善
し
て
次
代
の
村
民
敏
育
を
し

　
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。
、

　
よ
き
村
民
そ
れ
は
個
々
の
兄
輩
生
徒
の
諸
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暑
墨
．
．

雁
糞
雛
暴
に
か
島
．

　
く
こ
れ
も
蚊
の
い
た
づ
ら
で
あ
畜
。
、
邸
ち

　
・
蚊
に
よ
つ
て
ミ
ク
ロ
7
イ
ヲ
リ
F
ヤ
と
い
．
7

　
巌
が
体
内
に
入
つ
こ
れ
が
背
髄
に
入
石
と

　
腰
が
立
た
な
く
奪
つ
て
し
ま
う
。
　
、
、
．

…
そ
し
て
又
蚊
に
よ
つ
て
次
か
ら
次
へ
と
傳

｛
染
レ
て
い
く
の
で
あ
胤
。
、
然
し
最
近
の
獣

ウ

｝
医
学
で
は
こ
れ
を
妨
ぐ
予
防
注
射
も
出
來

　
て
い
て
心
あ
ゐ
人
は
既
に
予
防
．
に
努
め
て
、

下
る
．
毎
年
募
ら
秋
に
か
け
て
腰
ぬ
け

｝
で
倒
れ
て
レ
ま
ケ
ヤ
ギ
亀
メ
ン
ヨ
ウ
が
ど

ハ

π
だ
け
あ
ゑ
と
だ
ろ
う
。
誠
に
氣
の
毒

　
　
　
　
　
　
　
し

，
脚
だ
と
共
に
盆
々
蚊
が
に
く
、
な
る
。

顧
饗
姦
￥
に
ば
筆
妓
姦
、
｝
〕

「
諭
ち
蚊
を
薩
で
も
少
な
ぐ
す
る
こ

　
と
。
第
二
は
予
防
注
射
を
す
ξ
こ
と
で
あ

　
る
Q

ー群㊥、

一
一
瑠
〆
↓

☆
☆
裾
☆
☆
☆
☆
☆
レ

松
代
民
主
化
の
断
片

、
問
題
が
あ
る
毎
に
聞
く
こ
と
は
此
頃
は
村

が
や
か
ま
し
ぐ
て
面
倒
で
困
ゐ
と
は
誰
も

が
戚
じ
思
わ
す
歎
息
す
る
こ
と
で
あ
る
。
，
．

－
こ
れ
は
何
に
原
因
す
る
か
と
言
え
ば
民
主

化
の
祉
会
人
に
鶴
り
切
ら
な
い
か
ら
だ
と

云
え
る
。

今
の
過
度
期
で
あ
る
時
代
は
致
し
方
な
煽

と
し
て
も
こ
れ
を
分
析
し
て
み
れ
ば
眞
の
ー

自
由
と
自
分
勝
手
と
自
巳
の
主
張
と
他
人

、
㊧
尊
重
と
協
力
と
椹
利
と
義
務
と
の
問
題

・
が
良
く
個
入
々
々
が
判
断
し
て
く
れ
な
い

か
ら
で
あ
っ
て
又
別
な
見
方
を
す
れ
ぱ
敏

養
の
程
度
が
ま
ち
く
，
だ
か
巧
も
の
、
瀬

か
り
の
よ
い
人
止
わ
か
り
の
わ
る
い
人
と

が
あ
り
わ
か
り
の
悪
い
人
は
見
通
し
が
つ

か
な
く
自
分
の
利
害
得
失
を
根
擦
に
主
張

と
擢
利
の
み
を
要
求
し
て
他
人
を
匁
重
し

　
　
い
で
ま
と
め
る
こ
と
を
考
え
て
居
ら
な
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か
ら
だ
や
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義
務
や
責
任
を
忘
れ
勝
ち
だ
か
ら
や
か
ま

し
け
面
倒
に
な
る
の
だ
ど
云
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
．
民
主
存
義
獄
衆
愚
政
治
だ
と
云
う

．
．
言
葉
は
氣
短
か
奪
人
か
ら
見
れ
ば
略
っ
乏

も
な
專
で
ぬ
り
氣
短
で
あ
る
こ
と
か
ら
魍

去
の
軍
国
主
義
や
国
家
主
義
等
の
独
裁
が

　
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
コ
・

　
松
代
は
ど
う
で
あ
る
か
、
’
役
場
農
協
そ
の

他
公
共
官
衛
に
の
ぞ
い
て
見
れ
ば
三
田
に

　
あ
す
け
議
会
が
あ
る
の
よ
う
だ
。
，

　
囑
託
員
も
や
か
ま
し
ぐ
て
面
倒
で
困
る
と

ご
ぽ
し
て
居
ち
れ
る
が
今
し
ば
ち
く
馳
れ

　
る
ま
で
短
氣
を
起
し
て
な
ら
な
い
。

　
最
近
人
心
に
ね
麟
り
が
ね
く
な
つ
て
独
裁
，

　
に
返
り
つ
、
あ
る
部
面
が
見
ら
れ
る
よ
う

　
に
な
っ
て
来
た
こ
と
は
大
い
に
警
戒
す
団

　
き
で
な
い
か
？
今
後
考
え
な
け
れ
ば
な
ち

、
蹴
こ
と
は
能
率
で
あ
る
。

　
総
て
の
こ
と
に
見
ら
れ
る
部
面
は
行
き
当

へ
り
ば
っ
た
り
で
皆
の
意
志
だ
白
紙
の
態
度

　
叔
者
も
会
員
も
熱
意
に
欠
け
て
い
て
・
ゲ
、
の

　
ド
こ
し
き
ま
き
　
り
ま
ぽ
ロ
き
き
き
　
を
の
お
　
じ
り
　
り
き
き
り
ぽ
ぽ
ヨ
ま
ゆ
ニ
ョ
き
き
じ
り
き
コ
と
き
　
し
き
ヒ
ロ
ヨ
　
じ
を
じ
　
　
ま
ロ
　

瓶
一
∵
と
そ
の
美
名
に
か
く
れ
て
主
催
者
も
指

岬｝

能
力
を
最
高
度
に
発
達
さ
せ
れ
プ
』
と
で
あ

る
が
個
人
の
完
成
は
多
方
面
に
わ
た
る
教

｝
鑛
購
雛
鷲
騨
羅

．
的
、
倫
理
的
、
精
紳
的
、
・
，
祉
会
的
、
政
治

及
び
職
業
關
係
に
お
い
て
好
ま
レ
い
成
長

発
達
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
含
換
言

す
れ
ば
全
人
的
な
成
長
発
達
に
獄
知
識
偏

重
の
敏
育
に
村
民
は
猛
当
し
全
村
一
致
で

敏
育
計
画
を
樹
立
し
て
か
、
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
学
校
建
築
が
蓮
績
融
に
村
民
を
悩

ま
し
て
ゐ
る
が
残
っ
た
も
の
は
村
民
視
の

弱
点
を
累
露
七
九
が
実
を
結
ば
な
か
っ
た

と
云
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
数
育
こ
そ
松
代

函
叢
縫
韓
鷲
洪
舗
網
楯

へ
　
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

｝
取
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
教
育
目
標
は
学

｝　
　
コ

校
の
み
に
ま
か
せ
過
ぎ
て
ゐ
た
。
全
村
民

　
　
　
　
　
　
じ

㎝
が
考
へ
る
可
き
だ
。
小
学
校
は
中
学
、
高

等
学
校
ど
■
う
云
ケ
目
標
を
持
っ
か
嫁
敏
育

一
基
本
法
や
学
校
敏
育
法
に
目
的
と
し
て
一
．

一｝
般
的
口
標
は
明
示
し
て
φ
る
が
地
方
の
特

殊
嘉
情
に
立
つ
目
標
が
あ
る
可
き
で
あ
る

学
校
に
聞
砂
ば
こ
れ
等
の
事
を
勘
案
し
た

　
目
標
に
向
，
っ
て
突
進
し
て
ゐ
る
が
姻
っ
た

　
こ
と
は
父
兄
が
ま
だ
知
識
偏
重
の
敏
育
を

豊
ん
で
ゐ
す
傾
向
と
六
三
制
は
経
濟
の
縫

迫
を
受
け
て
執
行
し
て
み
る
と
の
ζ
と
だ

こ
れ
は
困
難
を
打
囲
す
る
爲
に
は
敏
育
は
－

　
村
民
の
手
で
と
奮
起
し
奪
げ
れ
寂
根
本
澗

題
は
何
十
年
た
っ
て
も
解
決
し
な
い
。
中

　
学
校
の
職
業
家
庭
科
の
在
り
方
野
，
ド
学

校
の
生
命
で
あ
り
人
問
の
編
趾
は
職
業
ノ

と
な
つ
・
て
民
主
的
な
家
庭
を
築
く
と
こ
ろ

　
に
祉
会
の
安
定
が
あ
る
の
で
あ
る
が
A
芦
の

、
青
年
が
発
渕
さ
を
決
っ
て
ゐ
る
の
は
俺
は
・

　
將
來
何
に
な
る
立
．
派
な
家
庭
を
築
く
自
信

　
を
持
っ
て
居
な
い
か
ち
だ
と
云
え
る
が
男

　
づ
ら
な
い
必
す
祉
会
の
持
揚
を
保
扱
出
束

」
る
と
自
信
を
持
た
せ
る
可
き
で
あ
る
。
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